











The concern with Cloud Computing has been growing. The purpose of this paper is to 
examine the impact of Cloud Computing on Management Information systems. In conclusion, 
I prove that Management Information systems concluding Cloud Computing are complex 
adaptive systems presenting a new type . 
 
 










は、ティム・オライリ－が提唱した概念で Web の新潮流を総称したものである 10）。ティム・オ
ライリ－は「Web2.0の原則」として以下の７項目をあげている。 
 
































































埼玉女子短期大学研究紀要 第 21 号 2010.03 
 －76－




































































    ①SaaS 
        ②HaaS 
    ③PaaS 
 
がある。SaaSはSoftware as a Service の略で、アプリケーション・ソフトをインターネット上
で提供する形態である。HaaSはHardware as a Service の略で、サーバのCPU能力やストレ
ージをインターネット上で提供する形態である。PaaSはPlatform as a Service の略で、プラッ
トフォーム機能をインターネット上で提供する形態である。本稿では 
 










































































①迷惑メール（架空請求メールは除く）の受信        36.3％          
    ②コンピュータウイルスを発見したが、感染しなかった    24.7％ 
    ③コンピュータウイルに1度以上感染             9.3％ 
    ④架空請求メールの受信                   5.6% 
    ⑤不正アクセス                       0.8％ 
    ⑥スパイウェア等による個人情報の漏えい           1.0％ 
    ⑦フィッシング                       1.1％ 
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    ⑧ウェブ上での誹謗中傷等                  1.0％ 
    ⑨その他（著作権の侵害等）                 0.1％ 




    ①コンピュータウイルスを発見したが、感染しなかった      34.5％ 
    ②コンピュータウイルに1度以上感染             21.6％ 
    ③スパムメールの中継利用・踏み台               4.0％ 
    ④DoS攻撃                          1.7％ 
    ⑤不正アクセス                         1.8％ 
    ⑥故意・過失による情報漏えい                 1.9% 
    ⑦その他の侵害                        0.9% 
    ⑧ホームページの改ざん                    0.4％ 






    ①個人情報の保護に不安がある                71.2％ 
    ②ウイルスの感染が心配である                67.2％ 
    ③どこまでセキュリティ対策を行えばよいか不明        61.7％ 
    ④電子的決済手段の信頼性に不安がある            40.4％ 
    ⑤違法・有害情報が氾濫している               35.5％ 
    ⑥セキュリティ脅威が難解で具体的に理解できない       33.7％ 
    ⑦認証技術の信頼性に不安がある               15.6％ 
    ⑧知的財産の保護に不安がある                 7.9％ 
    ⑨送信した電子メールが届くかどうかわからない         9.2％ 
    ⑩その他                           1.5% 
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    ①セキュリティ対策の確立が困難               61.8％ 
    ②ウイルス感染に不安                    59.2％ 
    ③従業員のセキュリティ意識が低い              40.5％ 
    ④運用・管理の人材が不足                  36.9％ 
    ⑤運用・管理の費用が増大                  38.8％ 
    ⑥障害時の復旧作業が困難                  26.6％ 
    ⑦導入成果の定量的把握が困難                17.7％ 
    ⑧通信料金が高い                      21.1％ 
    ⑨導入成果を得ることが困難                 11.6％ 
    ⑩通信速度が遅い                      11.8％ 
    ⑪著作権等知的財産の保護に不安                6.2％ 
    ⑫電子的決済の信頼性に不安                  5.7％ 
    ⑬認証技術の信頼性に不安                   6.4％ 
    ⑭その他                           1.6％ 
    ⑮特に問題なし                        4.3％ 





























       ①企業所有の経営情報システム（狭義の経営情報システム） 
   
       ②ウィキノミクスを構成する膨大な数の個人(膨大な数の情報システム) 
 






























素に番号 1、2、3 - - - n と番号をつけ、番号 i の要素を Ki と表し、その要素のメンバーシッ
プ関数を fiとすると、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは 
 
































        ①集合的特性 
        ②非線形性 
        ③流れ 




        ①標識化 
        ②内部モデル 
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       ①狭義の情報経営システムに関するスキーマ群 
 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 21 号 2010.03 
 －88－
       ②ウィキノミクス型経営情報システム（Web2.0）に関するスキーマ群 
 


























































       ①企業所有の経営情報システム（狭義の経営情報システム） 
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       ②ウィキノミクスを構成する膨大な数の個人(膨大な数の情報システム) 
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26）南澤宣郎（1995）『これからのコンピュータネットワーク会計』税務研究会出版局、8頁。 
